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議
員

見
附
台
周
辺
地
区
は

平
塚
駅
周
辺
の
活
性
化
の
拠

点
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
地

区
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成

十
八
年
十
一
月
に
「
見
附
台

周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」か
ら
提
案
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

提
案
さ
れ

た
見
附
台
周
辺
地
区
土
地
利

用
基
本
構
想
（
案
）
は
、
対

象
地
区
の
法
令
上
の
制
限
や

上
位
計
画
・
関
連
計
画
等
と

の
整
合
を
考
慮
し
た
上
で
、

土
地
利
用
の
基
本
理
念
を

「
平
塚
駅
に
至
近
の
中
心
市

街
地
と
い
う
特
性
を
最
大
限

に
活
か
し
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
集
ま
る
複
合
交
流

拠
点
」
と
し
た
。
そ
の
基
本

理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
の

具
体
的
な
基
本
方
針
と
し
て

「
賑
わ
い
・
集
客
」「
芸
術
・

文
化
」「
市
民
サ
ー
ビ
ス
」「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
ど
六

つ
の
視
点
か
ら
設
定
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

提
案
を
受
け
た
後
の

市
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

見
附
台
周

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
立
ち
上
げ
後
に
設
置
し
て

い
た
「
見
附
台
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
庁
内
検
討
会
議
」

お
よ
び
「
見
附
台
周
辺
地
区

ま
ち
づ
く
り
庁
内
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
」
で
提
案
内
容
に
つ

い
て
の
検
討
を
重
ね
、「
見

附
台
周
辺
地
区
土
地
利
用
基

本
構
想
」
を
策
定
し
た
。

議
員

こ
の
地
区
の
整
備
は

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考

え
な
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

見
附
台
周

辺
地
区
は
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

五
年
を
超
え
る
整
備
期
間
を

設
定
し
た
。
こ
の
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
導
入
す

る
国
土
交
通
省
の
都
市
再
生

整
備
計
画
に
は
、
二
十
一
年

度
以
降
に
位
置
づ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

議
員

整
備
に
当
た
っ
て
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞

き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

当
初
は
、

十
七
年
度
に
基
本
構
想
、
十

八
年
度
に
基
本
計
画
、十
九
・

二
十
年
度
に
基
本
設
計
と
都

市
計
画
決
定
の
変
更
を
行
い
、

二
十
一
年
度
か
ら
工
事
着
手

を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し

基
本
計
画
の
策
定
が
十
九
年

度
末
に
な
る
こ
と
や
、
都
市

公
園
の
都
市
計
画
決
定
の
変

更
手
続
き
等
を
勘
案
す
る
と
、

事
業
の
遅
れ
は
避
け
ら
れ
な

い
と
考
え
る
。

議
員

事
業
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

財
源
に
つ

い
て
は
、
今
後
策
定
す
る
基

本
計
画
で
検
討
す
る
。
段
階

的
な
整
備
手
法
や
民
間
活
力

の
導
入
の
可
能
性
も
含
め
た

事
業
手
法
な
ど
の
研
究
・
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
他

の
事
業
の
推
移
に
も
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

相
模
川
河
川
敷
は
ス

ポ
ー
ツ
等
で
利
用
さ
れ
て
い

る
が
、
水
辺
景
観
の
保
全
の

観
点
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
リ
バ

ー
推
進
事
業
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

河
川
管
理

は
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
治
水
事
業
で
あ
り
、ま
た
、

河
川
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
・

空
間
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、

堤
防
や
高
水
敷
の
緑
化
等
が

河
川
整
備
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国

に
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
本

市
も
参
加
す
る
「
相
模
川
整

備
促
進
協
議
会
」
で
は
、
環

境
問
題
や
河
川
整
備
に
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
馬
入
水
辺
の
楽
校
の
会
」

で
は
、
清
掃
作
業
や
環
境
学

習
も
実
施
し
て
い
る
。

議
員

水
辺
の
活
用
と
環
境

整
備
の
観
点
か
ら
、遊
歩
道
・

自
転
車
道
水
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
事
業
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

遊
歩
道
に

つ
い
て
は
、
堤
防
だ
け
で
な

く
、
水
辺
近
く
ま
で
の
散
策

要
望
も
多
い
た
め
、
当
面
、

馬
入
水
辺
の
楽
校
か
ら
四
之

宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
散
策

路
整
備
を
国
に
要
望
し
て
い

く
。自
転
車
道
に
つ
い
て
は
、

相
模
川
整
備
促
進
協
議
会
の

要
望
に
沿
っ
て
築
堤
の
延
長

工
事
が
進
ん
で
お
り
、
自
転

車
の
通
行
が
可
能
な
堤
防
上

部
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

今
後
も
無
堤
部
、
弱
小
堤
部

の
築
堤
延
長
工
事
や
堤
防
上

部
の
整
備
と
と
も
に
水
辺
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
早
期
に

進
む
よ
う
国
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員

新
平
塚
市
総
合
計
画
・

改
訂
基
本
計
画
第
三
次
実
施

計
画
に
は
、
四
之
宮
運
動
公

園
整
備
事
業
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
四
之
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
今
後
の
活
用
方
法
を
聞
き

た
い
。

都
市
整
備
部
長

当
該
土
地

は
民
有
地
で
、
毎
年
度
当
初

に
土
地
所
有
者
と
「
開
放
に

関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
て

お
り
、
平
成
十
八
年
六
月
か

ら
は
市
民
を
対
象
に
一
般
開

放
し
て
い
る
。
こ
の
場
所
は

河
川
区
域
内
に
あ
り
、
ま
た

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
た

め
利
用
用
途
が
限
定
さ
れ
て

い
る
が
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。
十
九
年
度
も
同

様
に
土
地
所
有
者
か
ら
借
地

を
し
、
広
く
市
民
に
開
放
し

て
い
き
た
い
。

議
員

都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
、
お
よ
び
保
全
の

方
針
を
都
市
計
画
に
定
め
、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
と
を
区
分
す
る
「
線
引

き
制
度
」
が
見
直
し
時
期
を

迎
え
、
県
か
ら
こ
の
制
度
に

関
す
る
基
本
的
基
準
が
通
知

さ
れ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

都
市
政
策
部
長

通
知
は
県

の
都
市
計
画
の
方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
、
市
街
化
調
整

区
域
か
ら
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
に
つ
い
て
は
、
自
然
的

環
境
の
保
全
と
創
造
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
優
良
農
地

保
全
等
の
面
か
ら
農
林
漁
業

と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
計

画
的
な
市
街
地
整
備
が
確
実

な
区
域
に
つ
い
て
行
う
も
の

と
し
て
い
る
。

議
員

市
街
化
区
域
へ
の
編

入
基
準
を
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
位
置
づ
け

が
あ
り
、
三
年
以
内
の
土
地

区
画
整
理
事
業
へ
の
着
手
が

確
実
な
区
域
や
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
幹
線
道
路

沿
道
等
で
そ
の
整
備
が
行
わ

れ
て
お
り
、
産
業
系
市
街
地

整
備
の
方
向
性
お
よ
び
具
体

の
土
地
利
用
が
明
確
に
な
っ

た
区
域
で
、
か
つ
関
係
市
町

お
よ
び
県
と
の
調
整
を
了
し

た
区
域
な
ど
と
し
て
い
る
。

議
員

本
市
の
線
引
き
見
直

し
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

県
の
基
準

を
も
と
に
、
人
口
や
産
業
の

動
向
な
ど
を
考
慮
し
、
将
来

の
市
街
地
の
姿
を
全
市
的
に

見
据
え
た
上
で
、
適
正
な
市

街
化
区
域
の
規
模
を
定
め
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員

真
田
地
区
お
よ
び
真

田
・
北
金
目
地
区
の
両
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

真
田
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
の
十
八

年
度
末
の
進
捗
率
は
、
造
成

工
事
が
約
八
割
、
区
画
道
路

の
整
備
は
七
割
強
で
あ
り
、

二
十
一
年
度
早
期
の
工
事
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。ま
た
、

真
田
・
北
金
目
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗
率
は
、

道
路
工
事
を
含
む
造
成
工
事

が
約
三
割
、
建
物
移
転
が
五

割
強
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
地
区
内
に
大
規
模
な
工

区
を
設
定
し
て
二
十
年
度
ま

で
に
順
次
、
工
事
発
注
を
行

い
、
二
十
二
年
度
の
工
事
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。

議
員

こ
れ
ら
の
事
業
の
完

成
時
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題

が
残
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

真
田
地
区

は
二
十
一
年
度
の
事
業
施
行

期
間
ま
で
に
工
事
を
完
成
さ

せ
、
そ
の
後
に
換
地
処
分
、

清
算
金
処
理
を
し
組
合
を
解

散
す
る
た
め
特
段
の
問
題
は

な
い
。
真
田
・
北
金
目
地
区

は
工
事
の
完
成
を
二
十
二
年

度
と
し
て
お
り
、
五
年
の
清

算
期
間
を
含
む
二
十
七
年
度

を
事
業
施
行
期
間
と
し
て
い

る
。
施
行
者
は
二
十
二
年
度

ま
で
の
間
で
、
保
留
地
等
を

除
く
一
般
地
権
者
の
土
地
に

つ
い
て
の
工
事
を
完
成
さ
せ
、

使
用
収
益
を
開
始
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
施
行
者
関
連
の
宅
地

整
備
工
事
が
ど
の
程
度
残
る

か
が
課
題
で
あ
り
、
工
事
全

体
の
完
成
に
向
け
て
施
行
者

と
協
議
を
進
め
、
事
業
施
行

期
間
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う

取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

遅

れ

は

不

可

避

議
員

平
塚
駅
西
口
地
区
は

見
附
台
周
辺
地
区
と
同
様
に

本
市
の
中
心
市
街
地
の
拠
点

で
あ
る
が
、
再
開
発
事
業
が

長
期
化
し
て
い
る
理
由
を
伺

い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

本
市
に
次

い
で
多
く
の
面
積
の
土
地
を

保
有
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、

ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム
の
設
置
を

前
提
と
し
た
再
開
発
事
業
に

協
力
す
る
と
い
う
立
場
に
変

わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
投

資
対
象
と
し
て
は
西
口
地
区

の
優
先
度
を
低
く
見
て
お
り
、

再
開
発
事
業
へ
の
参
画
に
消

極
的
で
あ
る
。
ま
た
、
低
迷

す
る
経
済
情
勢
を
受
け
て
テ

ナ
ン
ト
の
出
店
動
向
が
鈍
化

し
て
お
り
、
民
間
の
投
資
も

期
待
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
再
開
発
事
業
の

計
画
も
縮
小
の
繰
り
返
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
事
業
が
進

捗
せ
ず
、
長
期
化
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

議
員

Ｊ
Ｒ
東
日
本
以
外
の

地
権
者
と
は
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

他
の
地
権

者
か
ら
は
民
間
再
開
発
計
画

に
賛
同
を
得
て
お
り
、
事
業

化
に
向
け
た
話
し
合
い
の
中

で
は
、
権
利
変
換
計
画
や
資

金
計
画
な
ど
の
投
資
効
果
等

を
検
討
し
て
い
る
。

議
員

事
業
化
に
向
け
た
検

討
状
況
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

西
口
周
辺

地
区
で
は
、
旧
国
鉄
清
算
事

業
団
用
地
の
有
効
活
用
、
跨

線
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

放
置
自
転
車
対
策
な
ど
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
の
早
期
解
消
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
化
の
可

能
性
が
高
い
西
街
区
Ａ
地
区

に
お
い
て
、
賑
わ
い
と
う
る

お
い
の
あ
る
「
ま
ち
の
新
し

い
顔
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、

民
間
再
開
発
ビ
ル
事
業
や
駐

輪
場
の
整
備
な
ど
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム
の

設
置
促
進
は
ど
の
よ
う
に
整

理
し
て
い
く
考
え
か
。

都
市
整
備
部
長

Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム
の
設

置
を
長
期
的
な
検
討
課
題
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
再
開
発

事
業
か
ら
ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム

の
設
置
計
画
を
切
り
離
し
て

検
討
す
る
こ
と
も
含
め
、
敷

地
の
整
理
や
民
間
活
力
の
活

用
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や

他
の
地
権
者
と
協
議
・
調
整

を
行
っ
て
い
く
。

四
之
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド

１９
年
度
も
市
民
に
開
放

ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム
設
置

切
り
離
し
て
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